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2万発の花火が宇都宮の夜空を彩る　2015うつのみや花火大会

■事務事業の継続的改善
▽窓口サービスの向上▽
社会保障・税番号制度の活
用▽諸証明のコンビニ交付
など。

■市民活力の最大化
▽まちづくり活動主体の連
携・協力の促進▽地域主体
のまちづくりの促進▽指定
管理者制度の推進など。

■行政経営基盤の強化
▽市税などの収納対策の
推進▽未利用地の売り払
いなど税外収入の充実▽
職員数・給与水準の適正化
など。

■公有財産の適正管理
（マネジメント）の推進
▽公共施設の複合化、統
廃合など▽公共施設の長
寿命化、維持管理の効率
化など。

4つの改革の柱3つの方向性

■期日　８月８日（土）。
荒天時は９日（日）に順延。
■会場　道場宿緑地（道
場宿町）。
1花火大会
▽時間　午後７時～９時。
午後７時30分～打ち上げ
開始。
▽交通規制　右の図の通
り。会場周辺には駐車場
がありません。臨時駐車
場またはJR宇都宮駅東口から柳田車庫行き関
東バス（終点下車、徒歩約15分）をご利用く
ださい。
2スマイルフェス
▽時間　午後３時～６時。
▽内容　電撃ネットワーク、吉本ものまね軍
団、とちおとめ25、AiSONIQによるステージ。
■その他　詳しくは、うつのみや花火大会
http://www.utsunomiya-hanabi.jp/をご覧
ください。
問うつのみや百年花火☎（600）3980、観光交
流課☎（632）2437

市の仕事や仕組み、やり方をよりよく変える「行政改革」
　本市では、最少の経費で最大の効果を上げ
る行政サービスを目指す「行政改革」に継続
的に取り組み、市民サービスの維持・向上を
図ってきました。そのような中、人口減少社
会の到来、少子・高齢化の進行やライフスタ
イルの多様化など、社会経済環境の大きな変
化を迎えようとしています。
　そこで、本市の「第5次行政改革」では、
3つの方向性と4つの改革の柱に取り組み、
基本目標である「将来を見据えた最適な行政
サービスの確立」の実現を目指していきます。
■行政改革推進懇談会の委員を募集します　
市が推進する行政改革について、市民の皆さ
んから幅広く意見をいただくため、委員を募
集します。
▽任期　11月～平成29年3月▽内容　年2回
程度開催する懇談会に出席▽対象　市内に在
住か通勤通学している20歳以上の人。市の
他の審議会などの委員になっている人や公務
員を除く▽募集人数　2人▽選考　書類審査
と面接▽その他　申込期限は8月31日。詳し
くは、市 をご覧になるか、行政改革課☎

（632）2036へ。

◎パーキンソン病患者家族交流会　▽日時　9月7日（月）午後1時30分～3時30分▽会場　保健所（竹林
町）▽内容　パーキンソン体操や交流会▽対象　パーキンソン病関連疾患の患者とその家族▽定員　先着
30人▽申込　電話で、保健予防課☎（626）1114へ。 8

宇都宮の主な話題「宮トピ」
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若者の結婚や子育て家庭を支援し、少子化の流れを変える取り組み
 核家族化、価値観の多様化などにより、今後ま
すます少子・高齢化の進行が見込まれています。
少子化の流れを変えるため、次代を担う若者が
将来の結婚や家庭・子どもを持つことに夢を持
ち、その希望をかなえるためには、どのような
取り組みが必要でしょうか。
■増加する若年層の未婚率　若者の多くは結婚
を希望しているものの、未婚率は年々増加して
いるのが現状です。30～34歳男性の約2人に1人、
25～29歳女性の約2人に1人、30～34歳女性の
約3人に1人が未婚の状況です（平成22年・国勢
調査）。
■将来の結婚や子育ての希望を支援します　本
市では、次の取り組みなどを進めていきます。
▽家族観・結婚観を醸成するための意識啓発　
結婚や子育てを具体的にイメージしていない若
者に情報を発信し、結婚や子育てについて考え
る機会を提供するなど、家族観や結婚観を醸成
していきます。
▽ライフプラン形成セミナーの実施　大学生な
どを対象に、卒業後、就職・結婚・家庭生活・
子育てなど、人生における節目の時に自分自身
が理想とする生き方ができるようライフプラン

の形成を支援する
セミナーを開催し
ます。
■「 宮 っ こ 子 育
ち・子育て応援プ
ラン」を策定しま
した　このプラン
では、結婚や子育
て の 希 望 を 支 援
す る 他 、 す べ て
の 子 育 て 家 庭 に
対 す る 子 育 て
サ ー ビ ス の 充 実
や 、 子 ど も の 貧
困 対 策 ・ 若 者 の
社 会 的 自 立 の 支
援 を 、 少 子 化 の
流れを変える最優先の取り組みとして位置付
けています。子育て家庭が愛情を持ち安心し
て子どもを生み育て、子どもたちが心身とも
に健やかに育つことができるよう、取り組み
を進めていきます。
問子ども未来課☎（632）2342

困難に負けない子どもを育てよう
■不登校の減少を目指して　学校は、子どもた
ちが学力を身に付けるだけでなく、さまざまな
人たちとの活動を通して、思いやりの心や規範
意識、コミュニケーション能力などを育み、好
ましい人間関係を築く大切な学びの場です。
　しかし、さまざまな原因やきっかけで学校に
登校できない不登校児童生徒が全国的に増えて
います。
　本市では、教育相談の充実や適応支援教室の
設置など、支援体制を整備し不登校対策を進め
ています。また、不登校になりにくい子どもを
育てていく取り組みにも力を入れています。
■不登校未然防止リーフレット「思春期にかけて　
不登校になりにくい子に育つための子育てのポイ
ント」を作成しました　このリーフレットは子育ての
基礎基本とも言えるもので、不登校の問題に限らず、
将来、社会をたくましく生き抜く人を育てることにつな
がるものです。教育センター（天神1丁目）に置いてあ
る他、教育センター http://www.ueis.ed.jpから
も閲覧できます。
■教育相談　子育てや学校生活に関する相談を受
け付けています。詳しくは、38ページをご覧になるか、
教育センター☎（639）4380へお問い合わせください。
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1子どもの心の安定や正しい判断力などを育てま
しょう　愛情豊かに子どもを支えること、正しく教え導く
ことが大切です。
2「自分はできる」「失敗したって大丈夫」と思える子
を育てましょう　自信のないことにも挑戦させて、失敗
しても全てを認めることが大切です。
3子どもの状態や発達に応じた関わり方を考えま
しょう　心や社会性の発達には、一つ一つ着実な成長
が大切です。
4手を出し過ぎず、任せ過ぎず、親子で一緒に考えま
しょう　自分の長所を意識させたり、親自身の経験を話
したりすることが効果的です。
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■よりよいサービス
市民満足のさらなる向
上

■みんなでまちづくり
共に創る「共創」のさら
なる推進

■活力ある市役所
財政基盤・執行体制の
強化、職員の活力向上
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